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第76回全国研究大会解題

大会実行委員長　瀬戸 正則（広島経済大学）

　第76回全国研究大会は、10月13日（金）から15日（日）までの間、広島経済大学にて開催され

ます。統一論題は、「原点回帰のマネジメント－地方企業からの発信－」です。多様な事象

が輻輳する社会環境の下で厳しい経営を強いられている企業の現状に目を向け、厳しさが増

す一途のなかで、いかに経営の原点を咀嚼し活かす経営行動が求められているのかといった

問題意識を共有し、企業におけるマネジメントの最新動向や研究成果に触れ、幅広い視点か

らの議論や情報交流を深めていただく機会として用意いたしました。

　企業において、原点を見据えながら良かれと信じて打たれた策の本当の評価は、十年や数

十年待たなければ見えてこないものかも知れません。そのような、必ずしも直ちには把握し

得ない評価に向き合い、教訓を引き出して共有化を図り、得られた智恵を明文化しながら汗

を流しておられる経営者の熱い想いに耳を傾け、ゴーイング・コンサーンとしての現代企業

が直面している諸課題について検討したいと考えます。とくに、企業経営に対し国際競争力

の低下や経営体質の劣化が指摘されるなか、創成や復権を睨みながら活躍する地方企業の現

況と、そうした企業を将来志向で育んでいる経営者が抱く理念・ビジョンといった観点から、

多様な知見に触れていただき、議論に付していただければと期待しております。

　そこで、本大会の統一論題セッションでは、創造性・新規性溢れるクリームパンの製造・

販売等の積極展開で注目の企業である㈱八天堂、けん玉や化粧筆軸の企画・製造・販売を通

じて日本固有の伝統文化の世界への発信を続ける㈱イワタ木工、産学官連携を通じて靴下の

独自製造技術を産学官連携で発展させながら広島県初の医療機器指定を受けて注目の㈱コー

ポレーションパールスターの各経営者の皆さまにご登壇いただきます。自社の経営理念やビ

ジョンの具現化に向けた経営姿勢の発信等といった多様な観点からのご報告をもとに、学会

員とのコミュニケーションを深めていただく予定です。

　特別講演では、テレビや旅行用品のレンタル事業で培った経営ノウハウをもとに、現在は

保育事業の全国展開を図りながら、昨年に第１回「日本サービス大賞」優秀賞を受賞し、注

目を集めておられる株式会社アイグラン代表取締役の重道泰造様より、「行動こそ真実－決

意したことに一歩踏み出す－」をテーマにお話しを賜ります。

　盛沢山の内容ではございますが、元気で熱い地方企業のリアリティに接しながら議論を深

めていただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

　以上、開催校を代表しご案内申し上げます。
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日本マネジメント学会 第76回全国研究大会

統一論題　原点回帰のマネジメント―地方企業からの発信―
会場：広島経済大学

2017年10月13日（金）

13：45 ～ 16：00 株式会社サタケ　本社

東広島市西条西本町 2－ 30　 

現地集合（ＪＲ西条駅　13：30）

17：45 ～ 19：00 理事会

広島経済大学 立町キャンパス（サテライト）

2017年10月14日（土）
 9：00 ～ 受付　【明徳館 1階】

10：00 ～ 11：25

11：35 ～ 12：15

12：15 ～ 13：15

13：15 ～ 13：25

13：30 ～ 15：40

16：05 ～ 17：35

18：00 ～

自由論題セッションⅠ 明徳館10階「Ａ・Ｂ・Ｃ会場」

統一論題セッションⅠ 6 号館 3階「631教室」

昼食 明徳館 5階 /リブレ 1階

開会挨拶 第76回全国研究大会実行委員会委員長　瀬戸正則

会長挨拶 日本マネジメント学会会長　柿崎洋一

統一論題セッションⅡ 6 号館 3階「631教室」

統一論題シンポジウム 6 号館 3階「631教室」

懇親会 明徳館 5階

第1日

第2日

自由論題セッション Ⅰ 明徳館　10階「Ａ・Ｂ・Ｃ会場」（各40分）

10：00 ～ 10：40 自由論題報告 １　Ａ会場 自由論題報告 ２　Ｂ会場 自由論題報告 ３　Ｃ会場

報告者
奧山雅之 氏
（明治大学）

吉本悟史 氏
（東洋大学大学院）

青木　崇 氏
（兵庫県立大学）

テーマ
グローカルビジネス・マネジ
メントに関する一考察 －分
析の視点と理論的枠組－

中小企業における IT 投資モ
デルに関する一考察 － IT
経営実践企業を対象とした
調査をもとに－

大学のキャリア教育におけ
るインターシップ研修の効
果、影響、背景に関する一
考察－愛知淑徳大学の例－

コメンテーター
大野和巳 氏
（文京学院大学）

中西哲 氏
(株)ディールクリエイション

水野清文 氏
（奈良学園大学）

司会者
佐藤一義 氏
（立正大学）

今井重男 氏
（千葉商科大学）

杉田あけみ 氏
（千葉経済短期大学部）

10：45 ～ 11：25 自由論題報告 ４　Ａ会場 自由論題報告 ５　Ｂ会場 自由論題報告 ６　Ｃ会場

報告者
木村敏夫 氏
（流通科学大学）

土谷幸久 氏
（いわき明星大学）

西釜義勝 氏
（九州大学）

テーマ
フィンランド事業運営会社と
運営機関

中小企業の強みについての一
考察 －福島県の企業を中心
として

環境適応に向けた組織変革
の考察 －ダイナミック・
ケイパビリティ論の知見を
もとにして－

コメンテーター
市古　勲 氏
（東海学園大学）

井上善海 氏
（東洋大学）

槇谷正人 氏
（東海大学）

司会者
松村洋平 氏
（立正大学）

東　俊之 氏
（金沢工業大学）

大平浩二 氏
（明治学院大学）
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統一論題セッション Ⅰ 6 号館 3階「631教室」（報告40分）

11：35 ～ 12：15 統一論題報告 １

報 告 者 櫻澤　仁 氏（文京学院大学）

テ ー マ
事業創造と起業家精神 －「起業の少子化」時代の日本型スタートアップの復権と
原点回帰－

司 会 者 大平義隆 氏（北海学園大学）

13：15 ～ 13：25 開会挨拶　第76回全国研究大会実行委員会委員長　瀬戸 正則

会長挨拶　日本マネジメント学会会長　柿崎洋一

18：00 ～ 13：25 懇親会　　広島経済大学 明徳館 5階

統一論題シンポジウム 6号館 3階「631教室」（90分）報告者各 5分、コーディネーター各15分の後、質疑応答

16：05 ～ 17：35 統一論題シンポジウム

パネリスト

櫻澤　仁 氏（文京学院大学），
森光孝雅 氏（株式会社 八天堂），
岩田知真 氏（株式会社 イワタ木工），
新宅光男 氏（株式会社 コーポレーションパールスター）

コーディネーター 佐々木利廣 氏（京都産業大学），田中雅子 氏（帝塚山大学）

司 会 者 篠原　淳 氏（熊本学園大学）

統一論題セッション Ⅱ 6 号館 3階「631教室」（各報告40分）

13：30 ～ 14：10 統一論題報告 ２

報 告 者 森光孝雅 氏（株式会社 八天堂　代表取締役社長）

テ ー マ 人生今日が始まり 良い品 良い人 良い会社つくりへの挑戦

司 会 者 田中雅子 氏（帝塚山大学）

14：15 ～ 14：55 統一論題報告 ３

報 告 者 岩田知真 氏（株式会社 イワタ木工　代表取締役社長）

テ ー マ 伝統を次の未来へつなげるものづくり

司 会 者 佐々木利廣 氏（京都産業大学）

15：00 ～ 15：40 統一論題報告 ４

報 告 者 新宅光男 氏（株式会社 コーポレーションパールスター　代表取締役社長）

テ ー マ 目指すは人の人生に直結するもの作り会社

司 会 者 佐々木利廣 氏（京都産業大学）
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2017年10月15日（日）
 9：00 ～ 受付　【明徳館 1階】

10：10 ～ 11：40

11：40 ～ 12：40

12：40 ～ 14：50

14：50

特別講演

昼食 明徳館 5階 /リブレ 1階

「第77回全国研究大会」大会委員会 ６３２（リブレ３階）

自由論題セッション Ⅱ 明徳館 10 階「Ａ・Ｂ・Ｃ会場」

閉会

第3日

特別講演 6 号館 3階「631教室」（90分）

10：10 ～ 11：40 特別講演

講 演 者 重道泰造 氏（株式会社 アイグラン　代表取締役）

テ ー マ 行動こそ真実 －決意したことに一歩踏み出す－

司 会 者 瀬戸正則 氏（広島経済大学）

自由論題セッション Ⅱ 明徳館　10 階「Ａ・Ｂ・Ｃ会場」（各40分）

12：40 ～ 13：20 自由論題報告 ７　Ａ会場 自由論題報告 ８　Ｂ会場 自由論題報告 ９　Ｃ会場

報告者
細萱伸子 氏，新井範子 氏，
竹内明香 氏（上智大学）

今井範行 氏（名城大学）
松藤賢二郎 氏

（福岡工業大学）

テーマ

日本人女性自発的海外赴任
者のキャリア・コンピテン
シー－企業派遣者との相違に
着目して

日本の自動車産業のイノベー
ション戦略に関する一考察 
－イノベーションの源流化と
利益改善をめぐって－

小売業における環境配慮行
動

コメンテーター 原口恭彦 氏（広島大学） 手塚公登 氏（成城大学） 粟屋仁美 氏（敬愛大学）

司会者 庄司貴行 氏（立教大学） 樋口弘夫 氏（和光大学） 小野瀬 拡 氏（駒沢大学）

13：25 ～ 14：05 自由論題報告 10　Ａ会場 自由論題報告 11　Ｂ会場 自由論題報告 12　Ｃ会場

報告者
池田玲子 氏
（羽衣国際大学）

藤井辰朗 氏（中部大学）
清水健太 氏（松蔭大学）

菊池宏之 氏（東洋大学）

テーマ
仕事と治療の両立支援のあ
り方についての一考察

ベンチャー企業から見た
CVC 出資の成功要因

買物弱者対応策の経営的課
題

コメンテーター 當間政義 氏（和光大学） 野長瀬裕二 氏（摂南大学）大驛　潤 氏（東京理科大学）

司会者 青淵正幸 氏（立教大学） 董　晶輝 氏（東洋大学） 川野祐二 氏（下関市立大学）

14：10 ～ 14：50 自由論題報告 13　Ａ会場 自由論題報告 14　Ｂ会場 自由論題報告 15　Ｃ会場

報告者
小松智子 氏
（小松建設工事）

平井直樹 氏
（立教大学大学院）

世良和美 氏
（東洋大学大学院）

テーマ
中小企業の女性経営者の特
性について －起業と事業
承継の比較を軸に－

日本のソフトウエア開発の
分業構造における価値の所
在

ステイクホルダー論に基づ
く分析の枠組みを用いた事
例研究

コメンテーター 大杉奉代 氏（香川大学） 馬場晋一 氏（長崎県立大学）金綱基志 氏（南山大学）

司会者 相原　章 氏（成城大学） 濱田初美 氏（立命館大学）郭　智雄 氏（九州産業大学）

11：40 ～ 12：40 昼食　　明徳館 5階 /リブレ 1階

「第77回全国研究大会」大会委員会　　６３２（リブレ３階）
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第76回全国研究大会開催校案内

　広島経済大学は、建学の精神「和を以て貴しと為す」を継承し、人材育成の教育機関とし

ての責務に注力しながら、本年１月を以って開学 50 周年を、４月には経営母体である学校

法人「石田学園」の創立 110 周年を迎えました。本学園の起点は、明治 40 年の高祖「石田

米助翁」による私立広陵中学校の創設にあり、先人たちの血の滲むような努力により昭和 42

年、由緒ある広島市の武田山南麓の地に開学しました。2017 年現在、経済学部の中に経済学

科・経営学科・ビジネス情報学科・メディアビジネス学科・スポーツ経営学科を有し、大学

院（修士課程・博士課程）を併設する中四国地方で唯一の経済専門大学です。

　本学では、先人たちの遺訓である「節目節目での的確な意思決定」、「新しいことに大胆に

取り組む進取の気性」、「建学の精神を実践する教職員間の良好なチームワーク」を原点に据

え、このことが本学の今日の隆盛につながっているとの想いを回帰しながら、オンリーワン

の大学であり続けるべく、組織一丸となって責務の全うに努めております。

　なかでも、知識・技能、論理的思考力のような「知力」、困難に立ち向かうチャレンジ精

神や相手を思いやる共感性などの「人間力」、自分の思いを他者に伝える「プレゼンテーショ

ン能力」をバランス良く磨きながら、劇的変化を遂げる現代社会をたくましく生き抜く揺る

ぎない実力を学生自身が身につけていける、本学独自の教育システムの確立にまい進してい

るところです。このトレンドを確かなものとし、教育の質的保証への社会的要請の高まりに

応えていくため、平成 25 年以降の入学試験合格ラインを大幅に引き上げる入試改革と、よ

り行き届いた教育を推進するための大幅な教育改革をセットで断行中です。

　また、開学 50 周年記念事業の一環で、日本最大級のアカデミック・コモンズ「明徳館」

が昨年 12 月に竣工いたしました。本大会では、自由論題報告の会場として、学生たちの知

的好奇心をかきたてる自由なアイデア創造空間である当館 10 階（最上階）をご用意してお

りますので、活発で忌憚ないご議論を展開していただきたいと思います。本大会の統一論題

は、「原点回帰のマネジメント－地方企業からの発信－」です。会員の皆さまのご参加をお

待ち申し上げております。
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 広島経済大学は、建学の精神「和を以て貴しと為す」を継承し、人材育成の教育機関として

の責務に注力しながら、本年1月を以って開学50周年を、4月には経営母体である学校法人「石

田学園」の創立 110 周年を迎えました。本学園の起点は、明治 40 年の高祖「石田米助翁」に

よる私立広陵中学校の創設にあり、先人たちの血の滲むような努力により昭和 42 年、由緒あ

る広島市の武田山南麓の地に開学しました。2017年現在、経済学部の中に経済学科・経営学科・

ビジネス情報学科・メディアビジネス学科・スポーツ経営学科を有し、大学院（修士課程・博

士課程）を併設する中四国地方で唯一の経済専門大学です。 
 本学では、先人たちの遺訓である「節目節目での的確な意思決定」、「新しいことに大胆に取

り組む進取の気性」、「建学の精神を実践する教職員間の良好なチームワーク」を原点に据え、

このことが本学の今日の隆盛につながっているとの想いを回帰しながら、オンリーワンの大学

であり続けるべく、組織一丸となって責務の全うに努めております。 
 なかでも、知識・技能、論理的思考力のような「知力」、困難に立ち向かうチャレンジ精神や

相手を思いやる共感性などの「人間力」、自分の思いを他者に伝える「プレゼンテーション能力」

をバランス良く磨きながら、劇的変化を遂げる現代社会をたくましく生き抜く揺るぎない実力

を学生自身が身につけていける、本学独自の教育システムの確立にまい進しているところです。

このトレンドを確かなものとし、教育の質的保証への社会的要請の高まりに応えていくため、

平成 25 年以降の入学試験合格ラインを大幅に引き上げる入試改革と、より行き届いた教育を

推進するための大幅な教育改革をセットで断行中です。 

 また、開学50周年記念事業の一環で、日本最大級のアカデミック・コモンズ「明徳館」が昨

年12月に竣工いたしました。本大会では、自由論題報告の会場として、学生たちの知的好奇心

をかきたてる自由なアイデア創造空間である当館10階（最上階）をご用意しておりますので、

活発で忌憚ないご議論を展開していただきたいと思います。本大会の統一論題は、「原点回帰の

マネジメント－地方企業からの発信－」です。会員の皆さまのご参加をお待ち申し上げており

ます。 
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 広島経済大学は、建学の精神「和を以て貴しと為す」を継承し、人材育成の教育機関として

の責務に注力しながら、本年1月を以って開学50周年を、4月には経営母体である学校法人「石

田学園」の創立 110 周年を迎えました。本学園の起点は、明治 40 年の高祖「石田米助翁」に

よる私立広陵中学校の創設にあり、先人たちの血の滲むような努力により昭和 42 年、由緒あ

る広島市の武田山南麓の地に開学しました。2017年現在、経済学部の中に経済学科・経営学科・

ビジネス情報学科・メディアビジネス学科・スポーツ経営学科を有し、大学院（修士課程・博

士課程）を併設する中四国地方で唯一の経済専門大学です。 
 本学では、先人たちの遺訓である「節目節目での的確な意思決定」、「新しいことに大胆に取

り組む進取の気性」、「建学の精神を実践する教職員間の良好なチームワーク」を原点に据え、

このことが本学の今日の隆盛につながっているとの想いを回帰しながら、オンリーワンの大学

であり続けるべく、組織一丸となって責務の全うに努めております。 
 なかでも、知識・技能、論理的思考力のような「知力」、困難に立ち向かうチャレンジ精神や

相手を思いやる共感性などの「人間力」、自分の思いを他者に伝える「プレゼンテーション能力」

をバランス良く磨きながら、劇的変化を遂げる現代社会をたくましく生き抜く揺るぎない実力

を学生自身が身につけていける、本学独自の教育システムの確立にまい進しているところです。

このトレンドを確かなものとし、教育の質的保証への社会的要請の高まりに応えていくため、

平成 25 年以降の入学試験合格ラインを大幅に引き上げる入試改革と、より行き届いた教育を

推進するための大幅な教育改革をセットで断行中です。 

 また、開学50周年記念事業の一環で、日本最大級のアカデミック・コモンズ「明徳館」が昨

年12月に竣工いたしました。本大会では、自由論題報告の会場として、学生たちの知的好奇心

をかきたてる自由なアイデア創造空間である当館10階（最上階）をご用意しておりますので、

活発で忌憚ないご議論を展開していただきたいと思います。本大会の統一論題は、「原点回帰の

マネジメント－地方企業からの発信－」です。会員の皆さまのご参加をお待ち申し上げており

ます。 
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日本マネジメント学会第76回全国研究大会企業見学について

日時：2017年10月13日（金）13：45 より

　　　（13:30 ＪＲ山陽本線「西条駅」南口前ロータリー集合、時間厳守）

当日連絡先：企業見学ご参加の皆様には、別途お知らせします。

１．見学先企業

　企 業 名：株式会社サタケ　本社

　所 在 地：広島県東広島市西条西本町 2番30号　http://www.satake-japan.co.jp/ja/
　アクセス：ＪＲ山陽本線「西条駅」より徒歩約15分・タクシー約 5分

　集合場所：13:30 ＪＲ山陽本線「西条駅」駅前広場、時間厳守

２．企業見学にあたっての注意事項

・見学中は、一部を除き写真撮影は可能です。

・飲酒された方は安全上の理由により見学に参加できません。

　　見学の前にはアルコールをお控えください。

３．参加申込方法

　参加資格：本学会会員で大会への参加を申し込まれた方

　募集人数：25名（応募者多数の場合は先着順とさせていただきます。）

　申込方法： 所属先、役職名、氏名、連絡先を明記のうえ、9月28日（木）までに下記の連絡

先宛　直接お申し込みください。折り返し、詳しいご連絡を差し上げます。

　　　　　　第 76 回全国研究大会 実行委員長　瀬戸 正則（せと まさのり）

　　　　　　E-mail: ms-seto@hue.ac.jp
　　　　　　TEL/FAX: 082-871-1105（研究室直通） 以　上

常任理事会報告

日　時：平成29年 8 月28日（土）11:00 ～

場　所：東洋大学白山校舎

議　題：

（1）第 76 回全国研究大会について

　広島経済大学において 2017年10月13日（金）から15日（日）まで開催される第76回全国研究

大会の準備状況について、報告がなされた。

（2）会員の入退会の承認について

　入会（個人10名）、退会（個人 2名）が承認され、合計（個人632名、法人 5社）となっ

たことが報告された（2017年 8 月28日現在）。

（3）その他

　柿崎会長より会計年度内の退会者の会費納入について、次の細則を定めたいとの提案が

あった。「日本マネジメント学会の会計年度は、4月 1日から翌年の 3月31日までとなって

います。したがって、会計年度途中の退会を希望する会員に対しては、既に納入された年

会費は返還できないこと、会費未納の場合は、当該年度の会費納入をもって退会手続きを

行うこととします。」
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◇◇北海道・東北部会からのお知らせ（報告者募集）◇◇

北海道・東北部会長　大平 義隆（北海学園大学）

　下記の通り、平成29年度北海道・東北部会を経営哲学学会東北部会と合同で開催いたしま

す。つきましては、報告者を募集いたしますので、ご希望の方は杉田までご連絡ください。

締め切りは10月10日（火）といたします。ご応募をお待ちしております。

日　時：平成29年12月 9 日（土）13時から

場　所：ＴＫＰ仙台西口ビジネスセンター（JR仙台駅から徒歩 5分）

問い合わせ先：副部会長　杉田　博（0225-22-7716 / hsugita@isenshu-u.ac.jp）

◇◇中部部会・開催案内◇◇

水野 清文（奈良学園大学）

　日本マネジメント学会中部部会では、第56回中部部会を、経営行動研究学会、経営哲学学

会との 3学会合同により開催予定です。皆様奮ってご参加くださいますようお願い申し上げ

ます。

◦日　時：平成29年12月 9 日（土）13:00 ～ 17:30

◦場　所：中京大学 名古屋キャンパス　センタービル 6階0604教室（予定）

〒466-8666　名古屋市昭和区八事本町 101-2　 Tel 052-835-7111（地下鉄鶴舞線

『八事』駅 5 番出口前）※駐車場は利用できませんので公共交通機関をご利用下

さい。

お問い合わせ：中部部会部会長・蕎麦谷 茂

（名古屋外国語大学　〒470-0197　愛知県日進市岩崎町竹ノ山 57

TEL：0561-74-1111　E-mail：sobatani@nufs.ac.jp）
　詳細は、中部部会事務局・水野　清文（奈良学園大学　〒636-8503　奈良県生駒郡三郷町

立野北 3丁目 12-1　TEL：0745-73-7800　E-mail：k‐mizuno@nara‐su.ac.jp）までお問い

合わせください。

◇◇中部部会からのお知らせ◇◇

水野 清文（奈良学園大学）

　中部部会では随時報告者を募集しております。

　ご希望の方は中部部会部会長・蕎麦谷 茂（名古屋外国語大学　〒470-0197　愛知県日進

市岩崎町竹ノ山 57　TEL：0561-74-1111　E-mail：sobatani@nufs.ac.jp）
または、中部部会事務局・水野　清文（奈良学園大学　〒636-8503　奈良県生駒郡三郷町立

野北 3 丁目 12-1　TEL：0745-73-7800　E-mail：k-mizuno@nara-su.ac.jp）までお問い合わ

せください。
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編集後記

　「原点回帰のマネジメント－地方企業からの発信－」を統一論題として、第76回全国研究

大会が広島経済大学で開催されます。皆様とお会いできることを楽しみにしています。

 （会報委員会）

発行　日本マネジメント学会
（旧称：日本経営教育学会）

〒162-0814 東京都新宿区新小川町 6-36
　　　　　　　　Ｓ＆Ｓビルディング３Ｆ
株式会社山城経営研究所内（担当：武市）
TEL 03-6674-1836　 FAX 03-5228-1233
E-mail:name@kae-yamashiro.co.jp
URL:http://www.nippon-management.jp/

印刷　㈱ドットケイズ　℡03-5206-1626
 E-mail :win@good-ks.co.jp

◇◇関西部会・開催案内◇◇

佐々木 利廣（京都産業大学）

　以下の日程で日本マネジメント学会の平成29年度第 2 回関西部会を開催予定です。会員の

皆さんもぜひご参加くださいますようお願い申し上げます。　　

◦日　時：平成29年12月16日（土）13:30 ～ 14:40

◦場　所：関西大学100周年記念館（予定）

　　　　　大阪府吹田市山手町 3丁目 3番35号

◦お問い合わせ：

　関西部会長　佐々木利廣（京都産業大学）E-mail: sasaki@cc.kyoto-su.ac.jp)
　関西部会幹事　堀野亘求（京都産業大学大学院）E-mail: horino@osakanpo-center.com

◇◇関西部会からのお知らせ◇◇

佐々木 利廣（京都産業大学）

　関西部会では平成29年度第2回関西部会（平成29年12月16日）の報告者を募集しております。

報告希望の方は、10月末までに幹事等に連絡いただきますようにお願いいたします。

関西部会幹事　堀野亘求（京都産業大学大学院）E-mail: horino@osakanpo-center.com

会員の新刊著書を紹介します

　瀬戸正則著『戦略的経営理念論―人と組織を活かす理念の浸透プロセス』

 株式会社中央経済社 3,000円＋税

※会員の皆様の新刊著書を紹介しますので、事務局へ献本（１冊）をお願い致します。


